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す.なお,大学院教育については,従来の ｢霊長類学系｣から ｢霊長類学 ･野生動物系｣と
名称を改め,2部局が協力して次世代の研究者の育成に努めています.
こうした改革の延長として,2009年4月 1日から,霊長類研究所は ｢国際共同先端研究
センター｣という新たな附属研究施設を発足させました.国際拠点として,先進諸国や生息
地国との国際連携をすすめ,学際的 ･萌芽的な研究を推進していく所存です.
ちょうど60年前,1948年に日本の霊長類学は誕生しました.今西錦司が,伊谷純一郎
と川村俊蔵という2人の学生 (のちに共に京大教授)を伴って,初めて宮崎県の幸島で野生
ニホンザルの調査を始めたのです.その同じ年に,西堀栄三郎の率いる隊が南極の初越冬に
成功しました.桑原武夫の率いる隊がカラコルム ･ヒマラヤのチョゴリザ峰に初登頂しまし
た.じつは,今西 ･西堀 ･桑原は三高から京都帝大の同級生で山岳部の仲間です.
60年後の現在,そうした先人の抱いたパイオニア精神に思いを馳せ,新たな決意と展望
をもって,入線を含めた霊長類の研究の発展を期したいと思います.今後とも,一霊長類研究
所の活動を温かく見守っていただきますよう,よ名しくお願いいたします.
所長 松沢哲郎
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